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『東京オリパラから学ぶこれからのバリアフリー研修』事業実施にあたって 

 

私たち愛知県重度障害者団体連絡協議会（愛重連）は、愛知県内の障害者団体 

15 団体が加盟し、重度障害者の生活と権利を守るため、団体相互の親睦を図り 

ながら、社会的にも立ち遅れている障害者福祉の向上を目指して活動をしてい 

ます。 

2022 年度当団体では、「公益財団法人 日本社会福祉弘済会」さまの助成事業 

    を活用し、『東京オリパラから学ぶこれからのバリアフリー研修』事業を実施し、 

資料を含めた報告書を作成いたしましたので、関係機関において活用いただけれ 

ば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年３月 31 日 

愛知県重度障害者団体連絡協議会 

                                   会長 長谷 由香 
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目  的                               

 

東京オリンピック・パラリンピック（以下、東京オリパラ）が昨年行われ、人種、 

性別、性的指向、障害の有無など、あらゆる面での違いを肯定し、共生社会の実現 

に向けた大きな一歩を踏み出しました。また、バリアフリー法もこの契機に改正 

され、競技会場のバリアフリー化をはじめ、東海道新幹線の車いす席の増設、 

都内地下鉄エレベーター設置等、多くの障害当事者参画が実現し、障害の有無に 

関わらず、すべての人にとって生活しやすい街と変化させることができました。 

    2026年にアジア競技大会・アジアパラ競技大会が愛知県近郊で開催されます。 

東京オリパラのコンセプトとレガシーを引き継ぎ、この地域においても、共生社会 

の実現に向けた、着実な一歩を築くことが必要です。そのため、開催前から開催後 

までのバリアフリーという視点から、パラアスリート、大会関係者、行政、専門家 

等を招き、シンポジウムを開催します。講演では、パラアスリートから、スポーツの 

楽しさ、魅力などの体験談を、シンポジウムでは、現在までの競技会場および周辺 

のバリアフリー整備の状況及び成果と今後どのように展開していくかを語っていただ 

きます。 

 

・各競技施設の改修、交通アクセス、宿泊などのバリアフリー化を求め大会側と懇談や 

説明会などを行っていきます。当事者参画の必要性を重視し、障害当事者の意見や 

アイデアなどを取り入れ、東京オリパラ 2020に国立競技場が、日本初の世界基準に 

達した競技場となった中、愛知でも東京オリパラ 2020のレガシーを引き継ぎ、計画を 

一緒に進めていく体制作りの構築。 

・それに伴い、今どのようになっているのか、今後どう進めていっていいのか、そして 

なぜバリアフリーにしなければいけないのか、競技者からのスポーツが楽しいという 

観点からも紹介して行きたいと思いパラリピアンの方にも講演の実施。 
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実施概要                               

 

事業１ 打ち合わせ会① 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～ファシリテーター 打ち合わせ会・開催に向けて 目的及び内容の構築～ 

日   時：2022年 9 月 13 日（火） 18 時～19 時 30 分 

開催方法：ZOOM 

参 加 者：6 名 磯部友彦(中部大学 教授)、事務局 5 名 

 

事業 2 打ち合わせ会② 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～シンポジスト打ち合わせ会・開催に向けて 内容の確認～ 

日   時：2022年 10 月 25 日（火） 18 時～19 時 30 分 

開催方法：ZOOM 

参 加 者：2 名 平松 修 氏（名古屋市健康福祉局局長）、事務局 1 名 

 

事業 3  打ち合わせ会③ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～シンポジスト 打ち合わせ会・開催に向けて 目的及び内容の確認と役割～ 

日   時：2022年 10 月 25 日（火） 18 時～19 時 30 分 

開催方法：ZOOM 

参 加 者：8名 ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長) 

         平松 修 氏（名古屋市健康福祉局局長） 

         工藤登志子 氏（DPI日本会議 バリアフリー部会） 

         入谷忠宏 氏（愛知県重度障害者団体連絡協議会 事務局長） 

事務局 4 名 

 

事業 4 打ち合わせ会④ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～基調講演者 打ち合わせ会・開催に向けて 目的及び内容の確認と連絡事項～ 

日   時：2022年 10 月 28 日（金） 14 時～15 時 

開催方法：ZOOM 

参 加 者：7 名 太田渉子氏（パラリンピアン スキー／テコンドー）・野口氏(マネージャー) 

事務局 5 名(司会者も含む) 
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事業 5 打ち合わせ会⑤ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～ファシリテーター 打ち合わせ会・開催に向けて 内容の確認と追加コメントの周知～ 

日   時：2022年 10 月 25 日（火） 18 時～19 時 30 分 

開催方法：ZOOM 

参 加 者：7 名 磯部友彦(DPI 日本会議副議長)、事務局 5 名(司会者も含む) 

 

事業 6 打ち合わせ会⑥ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～シンポジスト 打ち合わせ会・開催に向けて 内容の確認と追加コメントの周知～ 

日   時：2022年 11 月 7 日（月） 13 時～14 時 30 分 

会  場：自立生活センター STEPえどがわ 会議室 

参 加 者：2 名 工藤登志子 氏（DPI日本会議 バリアフリー部会）、事務局 1 名 

 

事業 7 打ち合わせ会⑦ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～司会者 打ち合わせ会・開催に向けて 内容の確認と追加コメントの周知～ 

日   時：2022年 11 月 10 日（木） 18 時～19 時 30 分 

開催方法：ZOOM 

参 加 者：3名 司会者、事務局 1 名 

 

事業 8 愛重連主催 シンポジウム⑧ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

日  程：2022年 11月 13日(日) 13時～16時 

会  場：ZOOM ウインクあいち 会議室 1301 

開催方法：zoom（参加者：オンライン、登壇者：会場）   参 加 費：無料  

登 壇 者：講 師：太田渉子氏（パラリンピアン スキー／テコンドー）  

     シンポジスト：ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長) 

              平松 修 氏（名古屋市健康福祉局局長） 

              工藤登志子 氏（DPI日本会議 バリアフリー部会） 

              入谷忠宏 氏（愛知県重度障害者団体連絡協議会 事務局長） 

       コメンテーター：太田渉子 氏（パラリンピアン（スキー／テコンドー）） 

       ファシリテーター：磯部友彦 氏（中部大学 教授） 
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事業１報告                              

 

打ち合わせ会① 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～ファシリテーター 打ち合わせ会・開催に向けて 目的及び内容の構築～ 

日   時：2022年 9 月 13 日（火） 18 時～19 時 30 分 

開催方法：ZOOM 

参 加 者：6 名 磯部友彦(中部大学 教授)、事務局 5 名 

 

【議題】 

１．シンポジウム開催の経緯、今回のテーマについて 

２．シンポジウムスケジュールと当日資料も含めた内容の提案 

 

１．シンポジウム開催の経緯、今回のテーマについて確認 

  開催要項を使用し、経緯とテーマについて確認いただいた。 

２．シンポジウムスケジュールと当日資料も含めた内容の確認 

【スケジュール案】 

11：00 事務局 集合  ※現地集合 ウインクあいち 会議室 1301 

12：00 登壇者、関係者 集合 

13：00 開会 司会進行：鈴木雄 氏（愛重連 事務局）高橋美絵 氏（愛重連 副会長） 

挨  拶：長谷由香（愛重連 会長） 

13：10 【第１部】「挑戦って楽しい」講演：太田渉子氏【40分】（パラリピアン テコンドー・スキー） 

13：50 休憩【15分】 

14：05 【第２部】前回のシンポジウムから進んだこと 

14：55 休憩【10分】  

15：05 【第３部】それぞれの、これからの取り組み 

15：55 閉会挨拶 辻直哉 氏（愛重連 副会長） 

16：00 終了 zoom終了 
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【検討内容】 

【第１部】オリパラの楽しさ 

13：10 講演：太田渉子 氏【40分】（パラリピアン テコンドー・スキー） 

内容：①パラスポーツとの出会い・取り組んだきっかけ 

             ②パラスポーツの魅力・楽しさ 

           ③一番印象深いエピソード 

           ④これからの展望・メッセージ 

 

【第 2部】前回のシンポジウムから進んだこと 

14：05 シンポジウム（前半） 

≪魅力・楽しさを含めたパラの楽しさを固めていきたい≫ 

※シンポジウム 前半  登壇者 3名＋ファシリ 1名【50分】  

※磯部先生に進行をお願いする。 

〇ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長)  【15分】 

内容：前回の振り返りを踏まえ、現在の進捗状況（パラ大会開催決定後の動きも含む）や新たに策定され

た「重点指定都市計画」会場の進捗などについて 

〇磯部 氏 コメント【2分】 

〇平松 氏（名古屋市健康福祉局局長）【15分】 

内容：昨年から進行した計画について ※瑞穂区域重点指定都市計画 

都市計画の責任者として、話をしていただく。歩道、インターブロックなど、具体的な内容や、その過

程に障害当事者がどのような形で参画している事についても話してもらう。 

〇磯部 氏 コメント【2分】 

〇入谷 氏（愛知県重度障害者団体連絡協議会 事務局長）【10分】 

内容：前回からの関わりと取り組み（愛知県体育館、瑞穂陸上競技場、都市計画などの WG・懇談会）当

事者が声を出して、どのように変わってきたのかを紹介 

       ※つくる過程に障害当事者が参画することの大切について 

〇磯部 氏 コメント【1分】  

〇磯部 氏 前半まとめ  【５分】 

内容：施設づくりを含めた、ハードとソフトの調和 

       ※太田さんの話の内容を含む。 

 

【第３部】それぞれの、これからの取り組み 

15：05 シンポジウム（後半）  登壇者 5名＋ファシリ 1名 【50分】 

※磯部先生に進行をお願いする 
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〇工藤登志子 氏（DPI日本会議バリアフリー部会）【20分】 

内容：東京オリパラ後の環境整備 

      国立競技場を作っていく際の、ＷＧへの当事者参画の必要性。 

      無観客だったが、終了後１年。アクセス、変わったところの話。 

      差別解消法や、８月に行われたジュネーブでの建設的対話を踏まえた、その後の取組みや市民の意識を

変えていく必要性など。（ホテルの BFに関する、都の条例改正） 

東京オリパラがゴールではないことを。 

※今後、交通アクセスや宿泊施設など、県内へ普及する取り組みが必要。 

〇磯部氏から各登壇者へ質問及びまとめ（質問含め３分：一言をｲﾒｰｼﾞ） ※磯部先生から提案 

 登壇者自身が、大会を通じて何を訴えたいか、一番やりたいことを発言してもらっては。 

〇ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長) 【３分】 

内容：「今後の大会を通した今後の取り組み」 「大会準備を通して実行してきたいこと」 

〇平松 修  氏（名古屋市健康福祉局局長）【３分】 

内容：今後の行政の取り組み 

〇太田渉子 氏（パラリピアン テコンドー・スキー）【３分】 

   内容：東京オリパラを経験して気づいたこと。バリアフリー・意識など個人の経験から 

〇工藤登志子 氏（DPI日本会議バリアフリー部会）【３分】 

内容：東京オリパラで、上手くいったことを真似し、上手くいかなかったこと、修正して実 

現してほしいこと 

〇入谷忠宏 氏（愛重連 事務局長）【３分】 

内容：「愛知は、こうなっていきたい！」  

※現在、建設中の愛知国際アリーナなどについて： 

エレベーター・スロープや手摺付ければいいというわけでは無く、全ての行程において同行者と一

緒に行動し、ワクワク感が共有できるような環境作り。分けられていても、楽しめる配慮が必要。BF

のハードとソフトづくりに声を出してきたい。 

        ⇒機能重視だけではなく、どう楽しめるかも大切。  

〇磯部氏まとめ【15分】  

内容：「ハード」と「ソフト」と「ハート」について 

15：55 閉会挨拶 辻直哉 氏（愛重連 副会長） 

16：00 終了 zoom終了 
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【報  告】 

・ファシリテーターとの初の打ち合わせとなり、事務局側から、今回のシンポジウムに対する趣旨、 

目的、内容案を説明し、どのように進めていくか、内容の提案をいただくための集まりとなった。 

・内容については、事務局案で進めていくと決定する。 

・各シンポジストに話していただく、詳しい内容の提案をしていただいた。 

・障害者差別解消法の改正と障害者権利条約の日本審査があり、権利条約については、勧告もでていることか

ら、さまざまな観点から、発言していただく。 

・ソフトとバードの問題、課題と、それに加えてハートとして意識をしていくことが大切を取り入れる。 

・この話し合いの内容を踏まえ、再度、内容の構築を行い、基調講演者及びシンポジスト、司会者との打ち合わせ

会で、お伝えをしていく。 
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事業２報告                              

 

事業 2  打ち合わせ会② 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～シンポジスト打ち合わせ会・開催に向けて 内容の確認～ 

日   時：2022年 10 月 25 日（火） 18 時～19 時 30 分 

開催方法：ZOOM 

参 加 者：2 名 平松 修 氏（名古屋市健康福祉局局長）、事務局 1 名 

【議題】 

１．シンポジウムスケジュールと当日資料も含めた内容の説明 

第２部のシンポジウムで、前回から進んだことと今後の動きについてお話をいただく。 

［前半］ 

・ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長)  【15分】 

内容：前回の振り返りを踏まえ、現在の進捗状況（パラ大会開催決定後の動きも含む）や新たに

策定された「重点指定都市計画」会場の進捗などについて 

・平松 氏（名古屋市健康福祉局局長）【15分】 

内容：昨年から進行した計画について ※瑞穂区域重点指定都市計画 

都市計画の責任者として、話をしていただく。歩道、インターブロックなど、具体的な内

容や、その過程に障害当事者がどのような形で参画している事についても話してもらう。 

・入谷 氏（愛知県重度障害者団体連絡協議会 事務局長）【10分】 

内容：前回からの関わりと取り組み（愛知県体育館、瑞穂陸上競技場、都市計画などの WG・懇談

会）当事者が声を出して、どのように変わってきたのかを紹介 

［後半］ 

・ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長) 【３分】 

内容：「今後の大会を通した今後の取り組み」 「大会準備を通して実行してきたいこと」 

・平松 修  氏（名古屋市健康福祉局局長）【３分】 

内容：今後の行政の取り組み 

【報  告】 

・シンポジストの平松福祉局長との打ち合わせを行う。 

・初めての顔合わせで、まずは、自己紹介などを行う。 

・今回の趣旨、目的、内容を説明する。 

・昨年度開催したシンポジウムからの流れにより、今年度のシンポジウムに至る敬意を説明する。 

・平松局長からは、重点指定都市計画と今後の名古屋市がやるべきことについて。お話ししていただき

たいと伝える。 

・事前に全体での打ち合わせ会を開催することを伝える。それまでに資料及び内容の作成をお願いする。 
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事業３報告                              

 

事業 3  打ち合わせ会③ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～シンポジスト 打ち合わせ会・開催に向けて 目的及び内容の確認と役割～ 

日   時：2022年 10 月 25 日（火） 18 時～19 時 30 分 

開催方法：ZOOM 

参 加 者：8名 ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長) 

          平松 修 氏（名古屋市健康福祉局局長） 

          工藤登志子 氏（DPI日本会議 バリアフリー部会） 

         入谷忠宏 氏（愛知県重度障害者団体連絡協議会 事務局長） 

事務局 4 名 

【議題】 

１．シンポジウムスケジュールと当日資料も含めた内容の確認 

２．その他 

【内容】 

13：00 開会 司会進行：鈴木雄 氏（愛重連 事務局） 

            高橋美絵 氏（愛重連 副会長）司会原稿作成 

             内容：進行、注意事項、情報保障の紹介 ※司会原稿作成 

挨  拶：長谷由香（愛重連 会長） 

13：10 【第１部】オリパラの楽しさ 

講演：太田渉子 氏【40分】（パラリピアン テコンドー・スキー） 

内容：①パラスポーツとの出会い・取り組んだきっかけ 

         ②パラスポーツの魅力・楽しさ 

         ③一番印象深いエピソード 

         ④これからの展望・メッセージ 

13：50 司会アナウンス 休憩【15分】 

 

14：05 【第２部】前回のシンポジウムから進んだこと 

≪魅力・楽しさを含めたパラの楽しさを固めていきたい≫ 

※シンポジウム 前半  登壇者 3名＋ファシリ 1名【50分】  

※磯部先生に進行をお願いする。 
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〇ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長)  【15分】 

内容：前回の振り返りを踏まえ、現在の進捗状況（パラ大会開催決定後の動きも含む）や新たに

策定された「重点指定都市計画」会場の進捗などについて 

〇磯部 氏 コメント【2分】 

〇平松 氏（名古屋市健康福祉局局長）【15分】 

内容：昨年から進行した計画について ※瑞穂区域重点指定都市計画 

都市計画の責任者として、話をしていただく。歩道、インターブロックなど、具体的な内

容や、その過程に障害当事者がどのような形で参画している事についても話してもらう。 

〇磯部 氏 コメント【2分】 

〇入谷 氏（愛知県重度障害者団体連絡協議会 事務局長）【10分】 

内容：前回からの関わりと取り組み（愛知県体育館、瑞穂陸上競技場、都市計画などの WG・懇

談会）当事者が声を出して、どのように変わってきたのかを紹介 

       ※つくる過程に障害当事者が参画することの大切について 

〇磯部 氏 コメント【1分】  

〇磯部 氏 前半まとめ  【５分】 

内容：施設づくりを含めた、ハードとソフトの調和 ※太田さんの話の内容を含む。 

14：55 司会アナウンス 休憩【10分】  

 

15：05 【第３部】それぞれの、これからの取り組み 

※シンポジウム 後半  登壇者 5名＋ファシリ 1名 【50分】 

※磯部先生に進行をお願いする 

〇工藤登志子 氏（DPI日本会議バリアフリー部会）【20分】 

内容：東京オリパラ後の環境整備 

       国立競技場を作っていく際の、ＷＧへの当事者参画の必要性。 

       無観客だったが、終了後１年。アクセス、変わったところの話。 

       差別解消法や、８月に行われたジュネーブでの建設的対話を踏まえた、その後の 

取組みや市民の意識を変えていく必要性など。（ホテルの BF に関する、都の条例改正） 

東京オリパラがゴールではないことを。 

※今後、交通アクセスや宿泊施設など、県内へ普及する取り組みが必要。 

〇磯部氏から各登壇者へ質問及びまとめ（質問含め３分：一言をｲﾒｰｼﾞ） ※磯部先生から提案 

 登壇者自身が、大会を通じて何を訴えたいか、一番やりたいことを発言してもらっては。 

〇ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長) 【３分】 

内容：「今後の大会を通した今後の取り組み」 「大会準備を通して実行してきたいこと」 



11 

 

〇平松 修  氏（名古屋市健康福祉局局長）【３分】 

内容：今後の行政の取り組み 

〇太田渉子 氏（パラリピアン テコンドー・スキー）【３分】 

     内容：東京オリパラを経験して気づいたこと。バリアフリー・意識など個人の経験から 

〇工藤登志子 氏（DPI日本会議バリアフリー部会）【３分】 

内容：東京オリパラで、上手くいったことを真似し、上手くいかなかったこと、修正して実 

現してほしいこと 

〇入谷忠宏 氏（愛重連 事務局長）【３分】 

内容：「愛知は、こうなっていきたい！」  

※現在、建設中の愛知国際アリーナなどについて： 

エレベーター・スロープや手摺付ければいいというわけでは無く、全ての行程にお

いて同行者と一緒に行動し、ワクワク感が共有できるような環境作り。分けられて

いても、楽しめる配慮が必要。BFのハードとソフトづくりに声を出してきたい。 

        ⇒機能重視だけではなく、どう楽しめるかも大切。  

〇磯部氏まとめ【15分】  

内容：「ハード」と「ソフト」と「ハート」について 

15：55 閉会挨拶 辻直哉 氏（愛重連 副会長） 

16：00 終了 zoom終了 

 

２．その他 事務局より確認 

・講師：太田氏との打合せ 10/28(金) 13時～14時 参加者：長谷、高橋、鈴木、入谷、水野 

 

【報  告】 

・事前に資料及び内容をお電話、メールでお伝えし、この打ち合わせ会で、発表を兼ねて確認を行う。 

・今回、ファシリテーターが欠席のため、事前に打ち合わせていたことを元に進めていった。 

・シンポジストの参加経緯 

ふじた氏：昨年度のシンポジウム参加から、今年度も依頼。 

平松氏：環境整備ということで、一番の成果があった計画をお伝えしていただける適任者（成田市議の

推薦） 

・工藤氏：昨年度の基調講演者 DPI日本会議の事務局長である佐藤氏に相談。佐藤氏からの推薦と 2022

年 8月にジュネーブで開催した障害者権利条約の日本審査の傍聴に参加したこともあり、オファーする。 

・入谷氏：地元障害者団体からの取り組みと関わりを伝える 

・話す内容としては、上記に記載しております。 

・この打ち合わせ会を踏まえ、資料及び内容を当日までに修正をしていただく。 
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事業４報告                              

 

事業 4 打ち合わせ会④ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～基調講演者 打ち合わせ会・開催に向けて 目的及び内容の確認と連絡事項～ 

日   時：2022年 10 月 28 日（金） 14 時～15 時 

開催方法：ZOOM 

参 加 者：7 名 太田渉子氏（パラリンピアン スキー／テコンドー）・野口氏(マネージャー) 

事務局 5 名(司会者も含む) 

 

【議題】 

１．シンポジウムスケジュールと当日資料も含めた内容の確認 

２．その他 

【報  告】 

・事前に資料及び内容をメールでお伝えし、この打ち合わせ会で、口頭での確認を行う。 

・今回、ファシリテーターが欠席のため、事前に打ち合わせていたことを元に進めていった。 

・講師、事務局がお会いするのが初めてだったので、簡単な自己紹介から行った。 

・基調講演者との参加していただく経緯 

太田氏：日本財団が運営する『あすちゃれ！』というパラアスリートたちによる教育、研修プログラ

ムに依頼をし、条件提示を行い、決定をした。 

・ご本人様の経験や障害に対する想い、パラスポーツの楽しさに加えて、パラアスリートとしての役割

や社会参加、各国との比較など、さまざまな観点からの内容をお伝えいただき、ワクワクした内容と

なった。 

・当日は、用意いただくパワーポイントで進めていく。 
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事業５報告                              

 

事業 5 打ち合わせ会⑤ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～ファシリテーター 打ち合わせ会・開催に向けて 内容の確認と追加コメントの周知～ 

日   時：2022年 10月 31 日（月） 18 時～19 時 30 分 

開催方法：ZOOM 

参 加 者：7 名 磯部友彦(中部大学 教授)、事務局 5 名(司会者も含む) 

 

【議題】 

１．シンポジウムスケジュールと当日資料も含めた内容の最終確認 

２．その他 

 

【報  告】 

・磯部氏との個別打ち合わせ。 

・内容と資料、進行などのスケジュールの確認を行う。 

・初回に提案を含めた内容を各打ち合わせ会に提示する。各登壇者の意見を含め、あらためて、内容及

び進行の検討を行った。 

・基本的には変わらず、内容のニュアンスの変更をしていくと登壇者からあり、当日打ち合わせまでに

お伝えする。 

・各登壇者からの立場からの発言が期待できることから、充実したシンポジウムが期待できる。 

・当日は、12時に現地までお越しいただきますと、お伝えする。 
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事業６報告                              

 

事業 6 打ち合わせ会⑥ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～シンポジスト 打ち合わせ会・開催に向けて 内容と追加コメントの最終確認～ 

日   時：2022年 11 月 7 日（月） 13 時～14 時 30 分 

会  場：自立生活センター STEPえどがわ 会議室 

参 加 者：2 名 工藤登志子 氏（DPI日本会議 バリアフリー部会）、事務局 1 名 

【議題】 

１．シンポジウムスケジュールと当日資料も含めた内容の最終確認 

 

【報  告】 

・工藤氏との個別打ち合わせ。 

・内容と資料、進行などのスケジュールの確認を行う。 

・障害者権利条約での日本審査の際、脱施設、教育などか大半で、バリアフリーのことは少なかったの

で、というどうするかという相談があった。とにかく、さまざまな視点から、人権につながり、その

観点から話しをお願いした。 

・当日は、12時に現地までお越しいただきますと、お伝えする。 
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事業７報告                              

事業 7 打ち合わせ会⑦ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

 ～司会者 打ち合わせ会・開催に向けて 内容と進行についての確認～ 

日   時：2022年 11 月 10 日（木） 18 時～19 時 30 分 

開催方法：ZOOM 

参 加 者：3名 司会者、事務局 1 名 

【議題】 

１．シンポジウムスケジュールと当日資料も含めた内容の最終確認 

２．司会原稿 読み合わせ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

■開催日時：2022年 11月 13日(日)13時～16時 オンライン（Zoom） ※12時 45分～入室開始 

■総合司会：鈴木雄（愛重連 事務局） 髙橋美絵（愛重連 副会長） 

時間 進行台本 Zoom操作など 

12：00～ 

12：45 

・事務局、登壇者、情報保障 打合せ 

・タイムスケジュール、進行確認 

・文字通訳、手話通訳 画面写り確認 

Zoomテスト 

・メインホスト（） 

・共同ホスト（） 

・表示名変更 

 →登壇者「名前_所属」 

 →文字通訳「  」 

 →手話通訳「  」 

12：55～ 

13：00 

【参加者入室スタート】 

 

入室後のアナウンス（12:55～髙橋）： 

こんにちは。愛知県重度障害者団体連絡協議会主催「東京オリパラ

2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」にお越し

くださいましてありがとうございます。 

・録画、写真撮影確認 

 

スポットライト 

司会者、手話通訳、要約筆記 
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ご参加いただいているみなさんにご案内いたします。 

Zoom の表示名を参加申込時のお名前に変更してください。操作が

難しい方は事務局にて変更することもできますのでお知らせくだ

さい。 

 

また開催中は各自、ミュートの状態でお願いいたします。  

携帯電話、タブレット、パソコンの画面左下に、ミュートボタンが

あります。開催中は常にミュートの状態で、各自の音声が入らない

ようご協力ください。音が入ってしまうと進行中、ハウリングが起

きて、進行の妨げになってしまう場合がありますので、ご協力お願

いいたします。 

 

なお本日の様子を録画、およびスクリーンショットにて写真撮影

させていただきます。当団体の活動報告などに使用させていただ

くことがありますので、お顔の映り込みを希望されない方は、カメ

ラオフでご参加ください。 

マイクやカメラのオンオフの方法がわからない方がいらっしゃい

ましたら、事務局までお知らせください。声を出すことが難しい方

はチャットにてお知らせください。 

鈴木： 

本日のイベントは、「名身連聴
めいしんれんちょう

言
げん

センター」さんによる要約筆記、

手話通訳を行っています。必要な方はご覧ください。 

 

また本日は、時間の関係上、質疑応答の時間はありません。最後に

チャットにてアンケートフォームを送りますので、ご質問、ご意見

及びご感想をお願いいたします。 

イベントは 13時から始まります。開始まで今しばらくお待ちくだ

さい。 
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13：00～ 

13：10 

【あいさつ】 

鈴木：はい、それでは定刻になりました。 

ただいまより、愛知県重度障害者団体連絡協議会主催 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 

2026 に向けて～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいね

ぇ！」を始めます。 

みなさん、ご参加いただきましてありがとうございます。本日司会

を務めます、愛重連・事務局の鈴木と副会長の高橋です。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

開催に先立ちまして、ご参加の皆さんにお願いがあります。イベン

ト中はマイクをミュートにしてください。 

また本日は、時間の関係上、質疑応答の時間は取りません。最後に 

アンケートフォームを送りますので、ご質問、ご意見及びご感想を 

お願いいたします。 

なお本日のイベントの様子を録画、およびスクリーンショットに

て写真撮影させていただきます。当団体の活動報告などに使用さ

せていただくことがありますので、お顔の映り込みを希望されな

い方は、カメラオフでご参加ください。 

 

はじめに、開催にあたり、愛知県重度障害者団体連絡協議会 会長

の長谷から、ご挨拶させていただきます。長谷会長、よろしくお願

いします。 

（挨拶） 

ありがとうございました。 

また、本日のイベントは、「名身連聴
めいしんれんちょう

言
げん

センター」さんによる要約

筆記、手話通訳を行っています。必要な方はご覧ください。 

スポットライト 

司会者、要約筆記、手話通訳 

 

 

 

「いいねぇ！」は軽く 

 

 

 

・撮影 NG の方は記録をとって

おき、あとで編集する 

 

 

 

 

 

 

 

スポットライト 

長谷会長、手話通訳、要約筆記 

 

 

スポットライト 

司会者、手話通訳、要約筆記 
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13：10～ 

13：50 

【第１部：ご講演（太田様）】 

鈴木：それでは、お待たせいたしました。 

早速、プログラムにうつりたいと思います。 

まず基調講演『挑戦って楽しい』として、スキーとテコンドーにて 

パラリンピックに出場経験のある、太田渉子
しょうこ

様にご講演をいただ

きます。 

太田様、よろしくお願いいたします。 

 

太田様：ご講演【40分】 

 

高橋：太田様、ありがとうございました。（一言コメントを入れる） 

太田様には、この後の後半のシンポジウムにもご参加いただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

スポットライト 

太田様、手話通訳、要約筆記 

 

 

 

 

 

スポットライト 

太田様、司会者、手話通訳、要

約筆記 

13：50～ 

14：05 

髙橋：それでは、これより 15分間の休憩を取りたいと思います。 

画面は、ＯＦＦにされてもかまいません。 

引き続き、ミュートでお願いいたします。 

それでは、休憩に入ります。 

 

14：05～ 

14：55 

【第２部：シンポジウム（前半）】 

鈴木：時間となりました。みなさんお戻りでしょうか？ 

ここからの時間は、シンポジウムになります。 

ファシリテーターは中部大学教授の磯部
い そ べ

友彦
ともひこ

先生です。 

それでは、ここからの進行は磯部先生にお願いいたします。 

 

磯部先生： 

・ふじた和秀 様(名古屋市アジア競技大会 団長) 【15分】 

⇒磯部先生コメント【2分】 

・平松 修 様（名古屋市健康福祉局局長）【15分】 

⇒磯部先生コメント【2分】 

・入谷 忠宏 氏（愛知県重度障害者団体連絡協議会 事務局長）

【10分】 

スポットライト 

司会者、手話通訳、要約筆記 

↓ 

磯部先生、ふじた様、平松様、

入谷氏、 

手話通訳、要約筆記 

（発言者に合わせて変更） 
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⇒磯部先生コメント【1分】 

・磯部先生による前半まとめ【5分】（14：55まで） 

14：55～ 

15：05 

髙橋： 

皆さま、ありがとうございました。 

これより 10分間の休憩を取りたいと思います。 

画面は、ＯＦＦにされてもかまいません。 

引き続き、ミュートでお願いいたします。 

それでは、休憩に入ります。 

 

15：05～ 

15：55 

【第３部：シンポジウム（後半）】 

鈴木： 

時間になりました。みなさんお席にお戻りでしょうか？ 

それではシンポジウム後半に入ります。 

ファシリテーターは引き続き磯部先生です。よろしくお願いいた

します。 

磯部先生： 

・工藤登志子 様（DPI日本会議バリアフリー部会）【20分】 

磯部先生から各登壇者へ質問 

・→ふじた和秀 様(名古屋市アジア競技大会 団長)【3分】 

・→平松 修 様（名古屋市健康福祉局局長）【3分】 

・→太田 渉子 様（パラリンピック スキー、テコンドー出場）【3分】 

・→工藤 登志子 様（DPI日本会議バリアフリー部会）【3分】 

・→入谷 忠宏 氏（愛知県重度障害者団体連絡協議会 事務局長）【3分】 

・磯部先生による後半まとめ【15分】（15：55まで） 

スポットライト 

司会者、手話通訳、要約筆記 

↓ 

磯部先生、ふじた様、平松様、

工藤様、 

太田様、入谷氏、 

手話通訳、要約筆記 

（発言者に合わせて変更） 
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15：55～ 

16：00 

鈴木： 

登壇者の皆さま、ファシリテーターの磯部先生、ありがとうござい

ました。 

（一言コメントを入れる） 

ここで、終わりの言葉として、愛知県重度障害者団体連絡協議会 

副会長  

辻よりご挨拶申し上げます。辻副会長、よろしくお願いします。 

（挨拶） 

ありがとうございました。 

 

髙橋： 

冒頭にもご紹介させていただきましたが、本日、手話通訳と要約筆

記を 

「名身連聴言センター」の皆さんにご協力いただきました。 

みなさま、長時間にわたり、ありがとうございました。 

 

そして、あらためて、登壇者のみなさま、磯部先生、手話通訳そし

て要約筆記の方々へ、大きな拍手をお願いいたします！ 

参加された皆様、本日はお忙しい中、ありがとうございました。 

このあと、アンケートに記入をしていただければと思います。 

アンケートは Googleフォームより回答できます。チャットに流し

ますのでご確認ください。またメールでもお送りしますのでご協

力をお願いいたします。 

 

それでは、みなさま、本日は、ありがとうございました。 

これをもちまして、愛重連主催「東京オリパラ 2020から、アジア

競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて～誰もが安心・安全

のバリアフリー環境に いいねぇ！」を、終了させていただきます。 

ありがとうございました。 

 

画面右下の退出をクリックしていただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

スポットライト 

司会者、 

磯部先生、ふじた様、平松様、

工藤様、 

太田様、入谷氏、 

手話通訳、要約筆記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャット 

https://forms.gle/・・・・・ 

貼り付け 

 

 

https://forms.gle/
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【報  告】 

・司会の打ち合わせ会にて、今年度の趣旨、目的、内容、を確認、登壇者の紹介を口頭で行う。 

・昨年度のシンポジウムの内容の確認も行い、関連性のある企画と伝える。 

・対象者がどのような方々かの申し込み者の状況を確認を行う。 

・司会原稿の読み合わせを行い、当日の進行が円滑に行われるようにリハーサルを行う。 

 

【司会振り返り 11月 27日】 

・（鈴木）練習をしていたので緊張をすることはなく、かった。名前を間違えずに言えてよかった。 

・（高橋）滞りなく進められてよく、時間配分もうまくできた。 

・（事務局）練習の成果が出た。お互いにペースを合わせられて、しっかり伝えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



23 

 

 

事業８報告                              

 

事業 8 愛重連主催 シンポジウム⑧ 

「東京オリパラ 2020から、アジア競技大会・アジアパラ競技大会 2026に向けて 

～誰もが安心・安全のバリアフリー環境に いいねぇ！」 

日  程：2022年 11月 13日(日) 13時～16時 

会  場：ZOOM ウインクあいち 会議室 1301 

開催方法：zoom（参加者：オンライン、登壇者：会場）   参 加 費：無料  

登 壇 者：講 師：太田渉子氏（パラリンピアン スキー／テコンドー）  

     シンポジスト：ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長) 

              平松 修 氏（名古屋市健康福祉局局長） 

              工藤登志子 氏（DPI日本会議 バリアフリー部会） 

              入谷忠宏 氏（愛知県重度障害者団体連絡協議会 事務局長） 

       コメンテーター：太田渉子 氏（パラリンピアン（スキー／テコンドー）） 

       ファシリテーター：磯部友彦 氏（中部大学 教授） 

 

【スケジュール】 

13：00 開会  

13：10 第 1部 基調講演：『挑戦って楽しい』 講師：太田渉子 氏   13：50 休憩 

14：05 第 2部 シンポジウム・前半      14：55 休憩 

15：05 第 2部 シンポジウム・後半 

16：00 閉会・終了  

 

【第 1部 基調講演：『挑戦って楽しい』 講師：太田渉子氏（パラリンピアン スキー／テコンドー）】 

内容：①パラスポーツとの出会い・取り組んだきっかけ ②パラスポーツの魅力・楽しさ 

          ③一番印象深いエピソード ④これからの展望・メッセージ 

 

【第２部・前半 前回のシンポジウムから進んだこと】 

〇ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長)    

内容：前回の振り返りを踏まえ、新たに策定された「重点指定都市計画」会場の進捗な

どについて、大型エレベーターの設置、歩道、インターブロックなど、具体的な

内容と障害者団体との関わりの重要性の話 

〇平松修 氏（名古屋市健康福祉局局長） 
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内容：瑞穂区域重点指定都市計画について、都市計画の責任者としてのコメント。これ

からの体制と仕組み作りと当事者参画の重要性の話 

〇入谷忠宏 氏（愛知県重度障害者団体連絡協議会 事務局長） 

内容：前回からの関わりと取り組み（愛知県体育館、瑞穂陸上競技場、都市計画などの

WG・懇談会）当事者が声を出して、どのように変わってきたのかを紹介 

      ※環境整備の際、過程に障害当事者が参画することの大切について 

〇磯部友彦 氏 前半まとめ   

内容：第 1部の講演の内容を踏まえ、施設づくりを含めた、ハードとソフトの調和につ

いて 

     

【第 2部・後半  それぞれの、これからの取り組み】 

〇工藤登志子 氏（DPI日本会議バリアフリー部会） 

内容：①東京オリパラ後の環境整備で、国立競技場を作っていく際の、ＷＧへの当事者 

参画の必要性。無観客だったが、終了後１年。アクセス、変わったところの話 

     ②差別解消法や、８月に行われたジュネーブでの建設的対話を踏まえた、その後 

      の取組みや市民の意識を変えていく必要性など（ホテルの BFに関する、都の条 

ｂ例改正）、東京オリパラがゴールではないこと 

 

〇ファシリテーター：磯部氏から各登壇者へ質問及びまとめ 

ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長)  

内容：今後の大会を通した今後の取り組み 

平松 修  氏（名古屋市健康福祉局局長） 

内容：今後の行政の取り組み 

太田渉子 氏（パラリピアン テコンドー・スキー） 

    内容：東京オリパラを経験して、海外との環境の違いなど、気づいたこと 

工藤登志子 氏（DPI日本会議バリアフリー部会） 

内容：東京オリパラで、成功したことを受け継ぎ、できなかったことを修正して実現

してほしいこと 

入谷忠宏 氏（愛重連 事務局長） 

内容：これから様々な環境整備をしていく際、すべてのところに当事者参画をする            

※全ての行程において、競技者及び観覧者すべての人が安心して利用できる、

ワクワク感が共有できるような環境作りをしていく 

⇒機能重視だけではなく、どう楽しめるかも大切。 

〇磯部友彦氏まとめ  

内容：「ハード」と「ソフト」と「ハート」について、多様性を重視した環境整備を進めるた

め、計画の段階からの参画をしていく 
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【シンポジスト資料】 

太田渉子 氏（パラリピアン テコンドー・スキー） 
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ふじた和秀 氏(名古屋市会 第 20回アジア競技大会推進議員連盟会長)  
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平松 修  氏（名古屋市健康福祉局局長） 

 

 

 



28 
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工藤登志子 氏（DPI日本会議バリアフリー部会） 
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入谷忠宏 氏（愛重連 事務局長） 
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【事務局からの報告】 

2026年に「アジア競技大会・アジアパラ競技大会」が愛知県とその近隣県で開催されます。それに基

づき、今年度も昨年度に続き、各競技施設や交通アクセスなどのアクセシビリティな環境作りをするた

めに、愛重連主催のシンポジウムを開催しましたので、報告をさせていただきます。 

 

【アジア競技大会・アジアパラ競技大会へのアプローチについて】 

愛重連がなぜ、アジア競技大会についてアプローチをしているかお伝えします。2026年にリニア開通

に基づき名古屋駅再開発が進んでいます。愛重連のバリアフリーに対する取り組みとして行政及び事業

者にアクセシビリティについて様々な働きかけをしています。なかでも 2015・16年に、名古屋駅の乗り

換えに対する調査をおこないました。名古屋駅が再開発されることにより、誰もが安心して利用しやす

い環境をつくることを目指した取り組みをしており、で現在も他団体も含め、建物や交通に関する施設

など、1 度作ると改修が難しいこともあり、設計段階など当事者参画を働きかけています。そんななか

2026年にアジア競技大会が開催されると聞き、愛知県がこのイベントをきっかけに今回の競技大会の為

だけでなく、生活に基づいた社会にしていくための新たな働きかけとして取り組みを決めました。 

 

【愛重連主催 シンポジウム開催について】 

2021 年度から、アジア競技大会についてのアプローチを行い、現在まで行政及び事業者との懇談会、

説明会、調査などを行い各障害者団体や子育て支援、地域住民が参加し一緒に作り上げてきました。愛

重連の取り組みとしては、昨年、連続シンポジウムを開催し、第 1回目は「スポーツの楽しさ・誰もが

参加出来るイベント」について、第 2回目は「東京オリパラ 2020のレガシーを継承するバリアフリー環

境作り」というテーマで行いました。１回目はパラアスリート、ボランティアスタッフ(車いすユーザ

ー)、が登壇し、スポーツは誰もが楽しむもの。障害があっても、観覧するのみでなく、競技者やおもて

なしをする側になり、様々な関わりができる環境作りが必要。2回目は、DPI日本会議の事務局長である

佐藤氏を講師に迎え、「東京オリパラ 2020の継承」と題して、新国立競技場の建設されるプロセスとア

メリカのバリアフリー事情をはなしていただき、一番のポイントとして、当事者参画の必要性を伝えて

いただきました。後半には、行政（名古屋市）から、アジア競技大会の担当者 2名と地元障害者団体と

して愛重連が、登壇しました。このシンポジウムの中で、行政からは、競技場のバリアフリー化と当事

者の声・参画をこれからも取り入れることと、まずは、瑞穂陸上競技場の周辺地域の交通アクセスとア

クセシビリティの整備をしていくことも伝えていただきました。 

 

【2022年度 愛重連主催シンポジウム】 

今回の目的として、東京オリパラのコンセプトとレガシーを引き継ぎ、この地域においても、共生社
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会の実現に向けた、着実な一歩を築くことが必要です。そのため、開催前から開催後までのバリアフリ

ーという視点から、パラアスリート、大会関係者、行政、専門家等を招き、シンポジウムを開催しまし

た。昨年度のシンポジウムから約半年の月日が流れる中、シンポジウムでの発言や当事者団体の関わり

が、どれくらい取り入れられ、どのくらい進んでいるか、検証と実施の進捗状況を目的に、2022年度の

シンポジウムを企画しました。 

 

第 1部について、パラリピアンの方からの基調講演でした。『挑戦って楽しい』という内容で、パラス

ポーツとの出会い・取り組んだきっかけ、パラスポーツの魅力・楽しさ、一番印象深いエピソードなど

を語っていただきました。 

第２部については、前半・後半にわけて行いました。前半は、昨年度同様、行政（名古屋市）からア

ジア競技大会・アジアパラ競技大会担当者が、ご登壇いただきました。前回のシンポジウムから進んだ

こととして、瑞穂陸上競技場周辺地域が重点指定地域となり、交通アクセスや環境整備について、計画

ができた。この計画が進んだのも、地元当事者団体と地域の当事者住民などの調査及び要望があり、行

政と共に協力があり、短期間で計画が進んだことの報告がありました。また、昨年度 DPIの佐藤氏の発

言にあったように、当事者参画が必須と行政の仕組み・体制作りが必要ともありました。 

愛重連からは、この 1年、愛知県体育館、瑞穂陸上競技場、東山テニス場、名古屋市レインボーホール

など、バリアフリーに関する説明会及び懇談会に参加、瑞穂陸上競技場周辺地域のアクセシビリティに

ついての調査、要望を行い、WGや会議に参加をしました。各競技施設から計画が伝えられる中、安全性、

利便性など様々な問題及び課題が浮かび上がってきました。共生な社会を掲げている中、入退場が一緒

ではないこと、階段がメイン入口となり合理的配慮がかけていることから、意見交換となりました。行

政及び事業者との話し合いをしていくことにより、できる限りの配慮をしていただきました。現在の段

階では、まだまだ課題はありますが、まずは期待できるような環境になってきており、嬉しく思いまし

たと伝えました。前半のまとめとして、ファシリテーターから、第 1部の講演の内容を踏まえ、施設づ

くりを含めた、ハードとソフトの調和が必要というコメントがありました。 

第 2部・後半については、登壇者それぞれの、これからの取り組みというテーマで、最初に DPI日本会

議バリアフリー部会から工藤登志子氏に話していただきました。内容は、東京オリパラ後の環境整備で、

国立競技場を作っていく際の、ＷＧへの当事者参画の必要性。終了後１年、交通アクセスや建物のバリ

アフリー化などで変わったところの話、障害者差別解消法や８月に行われたジュネーブでの建設的対話

を踏まえた、その後の取組みや市民の意識を変えていく必要性など、環境整備について、東京オリパラ

2020が終わりではなく、継続が大切ということを伝えていただきました。 
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最後に、登壇者からのコメントをいただきました。行政のお二方からは、今後の大会を通した今後の

取り組みとして、仕組み・体制作りにあたり、当事者参画の必要性を感じ、今後も一緒に進めていくこ

と。パラリピアンからは、東京オリパラ 2020を経験して、海外との環境の違いなど、気づいたこととし

て、海外に遠征に行ったとき、選手たちが障害の有無なく、一緒に練習をしていたことが違和感なく、

これが普通なんだと感じたこと。それが、インクルーシブではないかとありました。工藤氏からは、東

京オリパラで、成功したことを受け継ぎ、できなかったことを修正して実現してほしいこととして、各

地での当事者参画と東京オリパラ 2020が実施したことをスタンダードにしていく。愛重連からは、これ

から名古屋市をはじめ、愛知県下で様々な環境整備をしていく際、すべてのところに当事者参画をして

いくことの働きかけをしていく。障害の有無なく、競技者及び観覧者すべての人が安心して利用できる、

ワクワク感が共有できるような環境作りをしていき、機能重視だけではなく、どう楽しめるかも焦点に

なるので、常に声を上げていきこと。後半のファシリテーターのコメントとして、「ハード」と「ソフト」、

そして「ハート」について、多様性を重視した環境整備を進めるため、計画の段階からの参画をしてい

くこと、社会の意識改革も必要と話されていました。 

 

【シンポジウムを開催して】 

前年度、パラアスリート・ボランティア・観覧者など様々な視点からお話を頂き、バリアフリーな環

境を目指し、全国の障害者団体・行政・地元の障害者団体などの東京オリパラ 2020を始め、様々な活動

からのお話やこれからのアジア競技大会について、話して頂くシンポジウムとなりました。今年度は更

なる飛躍を目指し、前回のシンポジウムからどのような進展があったか、どのような動きがあったか、

各立場からのお話をして頂きました。バリアフリーの環境を整えるということは、競技者・大会ボラン

ティア・観覧者など様々な立場の方々が関わってきます。その中でパラリピアンを迎え、選手としての

体験や経験を語って頂きました。 

 

今年度のシンポジウムを開催して実感したことは、様々な視点と当事者参画を重要視した上で、一緒

に作り上げていくことです。会場周辺の交通アクセスなどの環境整備とパラリンピックなどのイベント

が開催される必要性です。地域の方や、行政の方が、一緒になり環境を作る大切さを伝えることができ

ました。バリアフリー調査をすることで、様々な問題・課題がみつかり、一緒に計画を作り行動するこ

とにより、社会が変わっていくと感じました。パラリピアンの講演では、メダルを振ると音が鳴るよう

になっていること、点字があることなど、細かな配慮がなされていることを初めて知りました。さらに、

欧米では障害の有無で競技大会を分けるのではなく、同時に開催されることが多いと聞き、スポーツに

おいてもインクルーシブな状況が当たり前となっていることが素晴らしいと思いました。バリアフリー

化に関しては、今回の愛知でのアジア競技大会・アジアパラ競技大会、東京オリパラ 2020の新国立競技
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場建設に障害当事者が参画したように、まちづくりにおける好機を逃さないようにアンテナを張ってお

くことが重要だと感じました。そして、誰にとっても利用しやすい環境へ変えるためには障害当事者の

声だけでなく、議員の方や行政の方、事業者の方、様々な立場の方がお互いに補完しあい、協力し合う

ことで実現できることを改めて感じることができました。障害有無なく、誰もが、好きな席でスポーツ

観戦、コンサート、イベントに参加することができる日がくることを願い、声を出していきます。これ

から始まる計画ですが、計画を当事者参画の上で攻めていき、当事者の参加があることでより、バリア

フリーな環境が出来ると感じました。東京オリパラ 2020のレガシーを受け継ぎ、アジア競技大会・アジ

アパラ競技大会の開催が、みんなが楽しめる大会になれば良いと思います。 

 

【参加者】 

参加者：75名  地元障害者団体、行政（愛知県、名古屋市、議員）、建設業者、一般 
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【参加者アンケート 満足度(理由)】 

・障害当事者の方が考える公共施設の配慮について興味を持っていたので、それについて学ぶことができ

良かった。 

・さまざまな立場の登壇者から生の声が聞けたから。 

・みんなで協力して作っていくことが大事だとわかりました。 

・共生型の社会をつくるために、当事者の皆様のニーズを知り、理解し、より良いものを作るために相談・議

論していく大切さを改めて実感しました。 

・この間愛重連の方々が重点的に動かれた成果が様々なところで反映されてきて 結果地域共生社会とし

て誰もにやさしい環境になってきていると感じました。 DPI の方もおっしゃっていましたが、大会以降の地

域の変化につながるやさしい社会になれるようにしていきたいと改めて感じました。・ 

・登壇者・ファシリテーターの方々それぞれの視点・立場から、ためになるお話をきき有意義な時間となった。 

・各出演者の内容がしっかりまとまっており、時間配分も適切で、よく理解が進みました。休憩時間はもう少し

短めでもよかった気がしました。 

・パラリンピックにむけて名古屋市が取り組んでる方針や施策について知ることができた 

・登壇された皆様の取組の背景にある考えや想いを聞くことができたことや東京パラリンピックでの取組が

聞けて参考になったため。 

・皆で意見を出し合って、皆で作っていくというのが私もすごく大事だと感じました。今後の活動、応援してい

ます！ 

・設計初期段階よりさらに前の設計条件づくりから障がい者当事者の意見を取り入れる機会があると、特に

予算措置の点では前進すると思います 

 

【参加者アンケート 「アジア競技大会が愛知で開催されることをご存じでしたか？】 

 「知っていた」82．8％ ・ 「知らなかった」17.2％ 
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おわりに                              

 

 

 

今年度も、日社済の助成を受け、シンポジウムを開催することが実現しました。 

昨年度のシンポジウムにて、日社済からの助成をいただいたことにより、2 回に渡りシンポジウム

開催することができ、この 2回のシンポジウムで、障害ある方々への社会参加として、誰もが住み

やすい、利用しやすいまちづくりをしていくと掲げ開催した結果、成果がうまれたと考えられます。 

 

社会が様々な状況で動くとき、大きなきっかけがなりと、変革していかなくてはいきません。2026

年に『リニア開通』もあり、『アジア競技大会・アジアパラ競技大会』が開催されることから、大き

くか 変わっていくでしょう。その中で、誰もが住みやすい社会、参加しやすい社会をかかげること

の重要さ。このシンポジウムで、ハードとソフトの面プラス、意識を取り入れ、社会に当事者参画

の上、伝えていける場ができ、伝え、それを検証し、みんなでよいものをつくっていくことの大切

さを伝えられたと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

                          愛知県重度障害者団体連絡協議会 

                                            会長 長谷 由香 
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